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少数体制の情シスが抱える
ネットワーク運用の課題を
トータルサポートで解決

快適な通信を維持するプレッシャーからの解放

ITインフラ構築／運用支援

NW構築サービス
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自 社 も 取 引 先 も I T 化 が 進 み 、 ク ラ ウ ド サ ー ビ ス が 当 た り 前 に 活 用

さ れ て い ま す 。 そ の た め 、 通 信 量 が 年 々 増 加 し 、 ネ ッ ト ワ ー ク の

重 要 性 に 改 め て 注 目 が 集 ま っ て い ま す 。

W i - F i な ど の 通 信 環 境 は 電 気 や ガ ス の よ う に 「 あ っ て 当 た り 前 」

と い う 時 代 に な り ま し た が 、 情 報 シ ス テ ム 担 当 に と っ て 通 信 の 快

適 さ を 維 持 す る に は 日 々 大 変 な 労 力 と 努 力 が 欠 か せ ま せ ん 。

ネ ッ ト ワ ー ク に は 「 つ な が ら な い 」 「 つ な が り に く い 」 「 遅 い 」

な ど の ト ラ ブ ル が つ き も の で す 。 そ の 対 応 、 ト ラ ブ ル 時 の 即 応 体

制 な ど 、 情 シ ス に か か る 負 担 は 小 さ く あ り ま せ ん 。

本 資 料 で は 、 少 数 で ネ ッ ト ワ ー ク 管 理 を 行 う こ と に 限 界 を 感 じ 、

テ ク バ ン の ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 サ ー ビ ス で 環 境 改 善 を 試 み た 事 例 を

ご 紹 介 い た し ま す 。

はじめに

NW構築は導入後のサポートが重要
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はじめに

N W 構 築 は 導 入 後 の サ ポ ー ト が 重 要

1 . 導入の背景

ネ ッ ト ワ ー ク 環 境 改 善 と 少 数 体 制 の 情 シ ス 運 用

課 題 1 ： ネ ッ ト ワ ー ク の 環 境 改 善

課 題 2 ： 少 数 体 制 の 情 シ ス で の 運 用 は 限 界

課 題 3 ： 複 数 あ る 保 守 の 窓 口 は 初 動 が 遅 く な る

2 . NW構築サービスが選ばれた理由

最 小 限 の 設 備 投 資 で 最 大 限 の サ ー ビ ス を ご 提 供

メ リ ッ ト 1 ： 保 守 窓 口 は 一 つ の ト ー タ ル サ ー ビ ス

メ リ ッ ト 2 ： ネ ッ ト ワ ー ク の 運 用 負 荷 を 減 ら す 提 案

メ リ ッ ト 3 ： 豊 富 な 知 見 と 経 験 で 業 務 を サ ポ ー ト

3 . 導入の効果

効 果 1 ： 保 守 窓 口 が 一 つ で 初 動 対 応 が ス ム ー ズ

効 果 2 ： 定 期 的 な サ ポ ー ト で 円 滑 な 業 務 を 実 現

効 果 ビ フ ォ ー ア フ タ ー

おわりに

N W 構 築 は 導 入 し て 終 わ り じ ゃ な い

企業情報
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